
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ちょこっとコーナー 

3丁目公園に落ちているドングリを拾い、どんぐりアートを作ったり、学校で拾っ

てきたいちょうや落ち葉でしおりを作ったりと秋を感じます。 

ある日、「保育園の頃、よくロッカーにどんぐり虫おったよな」とどんぐり虫が話

の種になりました。確かに、どんぐりを宝物のようにお道具箱に入れていると、いつ

しかどんぐり虫が出てきていることがありました。小学生になっても、保育園時代に

あった出来事でこんなにも話が盛り上がり、楽しく会話しているこどもたちの姿を微

笑ましく感じながら、一緒に昔話を楽しみました。 

やかた便り 
  あすなろこどもセンタークラブ情報紙 

令和３年１1月１日 第８号 １1月予定 

11日（木）避難訓練 

17日（水）お楽しみ会 

『リレー大会』のお知らせ 

今年も『こどもセンターリレー大会』を予定し

ています。できるだけ多くのこどもに参加して欲

しいと考えています。下記の日程で行いますので、

お迎え等のご協力をお願いします。 

日時：１２月１日（水） 

１６：１５～１７：００ 

場所：Aグランド 

どんぐり迷路、

ゴールできる

かな？ 

「記録に残るより記憶に残る」 

 

  最近時々名前が覚えにくくなったり、思い出そうとして時間がかかることがあります。年齢のせいかと半

分納得しているのですが、人が何を覚えているのかを少し疑問に感じたことがありました。 

 身近な人で年齢が高齢な方がいらっしゃいます。若い頃からよく知っているので、性格もよく知っており、

とてもエネルギッシュな人です。ところが、最近話をするとき、昨日のことを忘れたり、今話したこともす

ぐ忘れたりするようになり、アレ？と思うことが増えてきました。いろいろなことを忘れていくのは、自分

もそうなので、年齢と共にそういうこともあるかなと思うのですが、不思議なことに、誰かと楽しいことを

したことや、自分が活躍していた頃の話になると、鮮明に詳しく話ができるのです。 

 自分もある程度年を重ねてきたから思うこともあるのですが、人間の記憶に残るのは、どうやら物の多さ

や仕事の地位や名誉など、取得した資格や能力ではないのだなということです。その人の頭に残っているの

は、人との関わり合いの中で得られた楽しい思い出やいい記憶だけです。たとえどんなに若い頃仕事でバリ

バリしていても、リタイアしたら肩書きは消えてしまいます。そこに残るのは、人間としてその人がどんな

生き方をしているかだけです。そのとき、自分の周りにどれだけの人が残っているか、それによって残りの

人生が大きく変わっていくように感じました。 

 若い頃はもちろん仕事で活躍することが目標であり、自分でも当たり前のことで、職場で評価されること、

給料が上がること、また家族やこどもの活躍や成績がよろこびの中身になっていました。でも人が最後に記

憶に残るのは、形に残る記録ではなくて、人との触れ合いや優しさの中で感じた記憶だけなのだ、と知った

ことは私の中で少し驚きでもありました。 

 そのことを知った私はある時から、自分も誰かの記憶に残るような生き方をしたいと思うようになりまし

た。自分の幸せもさることながら、目の前の人が笑顔になれるような言葉をかけたり、元気になれるような

ことをしてあげたいなと思うようになり、ささやかながら日々の仕事を続けています。 

 私も人間ですから、悩むことも苦しむこともあります。そんなとき「ああ、あの人がいてくれてよかった」

と、そんなふうに思ってもらえる行動や声かけができたら、もしかしたら記憶の片隅に残ることができるの

ではないか、と思うのです。幸い私はたくさんの同僚やこどもたちに囲まれたありがたい職場で仕事をさせ

てもらっています。こどもたちにとっても「あんな大人になりたい」と思ってもらえるような生き方ができ

れば、これに勝る喜びはありません。 

「記録」に残るより「記憶」に残ろう、最近の私のマイブームといえるかもしれません。あ、マイブームと

いう言葉はもう古いですかね、なにせ最近の言葉はよくわからないので「ガチですよ」ってところですかね？ 

所長 杉井 康志 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 １０月２８日（木）に、ハロウィンパーティーを行いました。仮装

することを楽しみにして衣装作りや、ハロウィンにちなんだ遊

びが広がりました。 

 パーティーに参加しようと、見本の真似をして作ったり、自分

で考えたりしながら制作意欲が増し、こどもならではのアイデ

アがたくさんでてきました。作る楽しさだけでなく、発想力も

育っているように感じます。 

～仮装グッズ作り～ 

 何を作ろうか友だちと相談しながら、自

分だけのオリジナル衣装がたくさんできま

した。出来上がると嬉しくて、グッズを付け

て「はい、ポーズ」。パーティー当日が待ち

遠しい様子です。 

～入れ物作り～ 

 プレゼントってなんだろね？ 

この大きさで入るかな？ 

～塩オブジェ～ 

 食塩に絵の具で色を

付けてオブジェを作り

ました。色のバランス

を確認しながら、綺麗

な作品の完成です。 

～帽子輪投げ～ 

 魔女の帽子で輪投げあそび。いろいろな

高さ、大きさの帽子を画用紙に付けて、ゲ

ームスタートです。うまく輪に入ると「や

ったー」と歓声が上がります。 

 仮装をすると、お菓子が 5 個もらえます。そのお菓子をかけて『じゃんけん大会』の始

まりです。勝てばお菓子は増え、負ければ減ります。みんなは、何個お菓子をもらうことが

出来たかな。0個になるまで挑戦し続けた子もいましたが、最高は、28個で今年のじゃん

けんチャンピオン★に輝きました。 

 

やった～、

勝った！ 

負けちゃった 


